
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育だより  
石岡市立八郷中学校 

令和５年１２月号 

 日が暮れるのが早くなり、朝晩の冷え込みがいっそう厳しく感じられるようになりまし

た。インフルエンザやかぜなどの感染症を拡大させないために、日ごろから一人一人が

予防を意識することが大切です。手洗いの徹底とともに､バランスのとれた栄養と十分

な睡眠をとって体調を整えてください。そして冬休み中も元気に過ごしてください。 

冬至は、１年で最も太陽の出ている時間が短くなる日で、この日を境 

に少しずつ日が長くなっていくことから、「一陽来復
いちようらいふく

」（冬が終わり、春に 

なること）とも呼ばれます。昔の人は、太陽の力が弱まると人間の運気 

も衰えると考えていたことから、冬至の日に、かぼちゃやあずきを食べて 

力をつけ、ゆず湯で身を清めて、幸運を呼び込み、無病息災を願う風習が生まれました。 

こまめに手を 

洗う 

早寝早起きを心がける 冬が旬の野菜や果物

を取り入れる 

適度に体を動かす 朝・昼・夕の３食を 

食べる 

≪お知らせ≫ 

令和６年１月の給食は９日（火）から始まります。テーブルクロス、 

はし・スプーンセット、歯ブラシ、コップなど給食の用意をお願いします。 

【クイズの答えは裏にあります。】 



 

大晦日
おお みそか

３択クイズ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


